
 

 

 

資料１ 



 一般会計補正予算（第５号）や指定管理者の指定などを含む47議案を可決 
 予算決算常任委員会で補正予算（第５号）で計上した「観光ＰＲ等推進事

業」に関する附帯決議を可決 

平成29年第４回定例会 

１ 

 

従
来
、
予
算
・
決
算
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
定
例

会
・臨
時
会
ご
と
に
特
別
委

員
会
を
設
置
し
審
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
29
年

６
月
定
例
会
で
「
志
摩
市
議

会
委
員
会
条
例
」
の
一
部
を

改
正
し
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、

12
月
定
例
会
か
ら
常
任
委

員
会
で
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

18
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
一
般

会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企

業
会
計
の
補
正
予
算
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。 

 
一
般
会
計
補
正
予
算
の
審

査
で
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
等
推
進

事
業
を
中
心
に
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
業
で
は
、
計
上
さ 

れ
た
普
通
旅
費
37
万
円
の

内
容
や
目
的
等
に
つ
い
て
多

く
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
は
「灯
台
を
地
域
資
源

と
し
て
さ
ら
に
活
用
す
る
た

め
に
、
燈
光
会
や
灯
台
を
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い

る
自
治
体
等
へ
視
察
に
行
く
。

ま
た
、
伊
勢
志
摩
地
域
が
連

携
し
て
北
海
道
で
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
う
。
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
は

「灯
台
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
を
目
的
に

視
察
に
行
く
の
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
、
灯
台
周
辺
の
整
備
を

し
っ
か
り
と
す
る
べ
き
で
あ

る
。
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
坂
口
委
員
か
ら
は

「本
市
に
あ
る
二
つ
の
参
観

灯
台
周
辺
の
整
備
状
況
は
、 

 

全
国
か
ら
多
く
の
人
を
招

待
し
紹
介
で
き
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
な
い
。
と

り
わ
け
安
乗
埼
灯
台
資

料
館
の
整
備
改
修
は
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
予

算
を
執
行
す
る
な
ら
ば
、

灯
台
サ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
開
催
ま
で
に
市

内
灯
台
周
辺
の
全
体
的

な
整
備
計
画
を
市
民
と

議
会
に
示
す
こ
と
を
執
行

部
に
求
め
る
。
」と
し
た
附

帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
委
員
会
は

賛
成
多
数
で
こ
れ
を
可
決

し
ま
し
た
。 



観光ＰＲ等推進事業 
 

Ｑ．普通旅費37万２千円の使い道は。 

Ａ．市内にある２つの参観灯台を地域資源と 

  して活用するために、燈光会や先進自治 

  体等へ視察に行く。 

  伊勢志摩地域で連携して、北海道で観光 

  ＰＲを行う。 
 

Ｑ．平成30年度に灯台サミットのようなイベ 

  ントを開催するのか。 

Ａ．参観灯台を持つまちで連携して、灯台ツー 

  リズムのようなものに繋げていきたい。 
 

** 附帯決議 *** 
この予算を執行するならば、灯台サミットのような 

イベント開催までに、市内灯台周辺の全体的な 

整備計画を市民と議会に示すことを求める。 

東海小学校・東海中学校の設置 
 

Ｑ．平成30年4月から東海小学校・東海中学校 

  が新たにスタートするが通学はどうなる 

  か。 

Ａ．安乗から通学する中学生と、志島・国府・ 

  安乗から通学する小学生はスクールバスにな 

  る。通学路の改修工事を行った。 

  登下校時には交通安全員を配置する。 
 
 

指定管理者の指定について 

（安乗埼灯台資料館） 
 

Ｑ．資料館の展示内容や管理運営について考え 

  るべきではないか。 

Ａ．平成30年度に向けて施設の改修や運営に 

  ついて検討する。 

審査の過程における主な質疑等 

平成29年第４回定例会 

２ 



 平成30年度各会計当初予算や海外留学応援奨学金条例の制定などを含む 
45議案を可決 

平成30年第１回定例会 

３ 

 



平成30年第１回定例会 

名水百選案内看板等改修事業 
 

Ｑ．看板製作費はどれだけかかるのか。 

Ａ．３基を建て替え、１基を増設する。 

  屋根付き説明看板が123万円、マップ付き 

  看板が58万円、名水百選の看板が57万円、 

  方向看板が20万円で、他に文字入れの費用 

  が必要。合計で281万円になる。 

 

 

サンライフあご改修事業 
 

Ｑ．改修するための総事業費はいくら必要か。 

Ａ．今回建物の劣化度調査をし、修繕が必要な 

  箇所を把握する。調査結果を見て総事業費 

  を検討する。   

総合教育センター整備事業 
 

Ｑ．業務の内容は。 

Ａ．相談業務を最優先とし、2020年に正式 

  科目になる英語教育等、新しい分野への教 

  育現場のサポートにもしっかり取り組む。 
 

Ｑ．センター長、臨時職員3名の人件費がそれぞれ 

  年額180万円ずつとなっているが、熱意ある 

  人材を探せるのか。 

Ａ．教職員OBの力を借りながら探していく。 

 

安乗岬園地休憩舎整備事業 
 

Ｑ．施設のどの部分を改修するのか。 

Ａ．トイレの全面改修と、手すり、廊下とトイ 

  レのドア等を改修する。 

審査の過程における主な質疑等 

４ 



灯台ワールドサミット開催事業 
 

Ｑ．計画にある伊勢志摩の灯台めぐりの対象は 

  どこか。 

A．安乗埼灯台、大王埼灯台のほか、麦崎、御 

  座岬、鳥羽の菅島にもあるので、検討する。 
 

Q．シンポジウムと物産展の中身は。 

A．灯台の活用をテーマにした講演会と、参加自 

  治体や協賛企業で灯台にちなんだPRを予定 

  している。 
 

 

海外留学応援奨学金給付事業 
 

Ｑ．特別奨学生（志摩高校在校生で学校が行う 

  語学研修に参加する生徒※）と一般奨学生 

  （※以外）にわけた理由は。 

Ａ．志摩高校の留学制度を支援したいという思 

  いからである。水産高校へは別の視点から 

  の支援を検討している。 
 

Ｑ．特別奨学金上限15万円・一般奨学金上限  

  30万円と差をつけた理由は。 

Ａ．志摩高校の語学研修が30万円程度なので 

  特別奨学金はその1／2の15万円とした。 
 

**本会議での討論*** 
反対 特別奨学生と一般奨学生にわけていること 

    に違和感がある。補助金等の制度は条例で      

    制定するものではない。 

賛成 今後の英語教育には必要な制度である。 

審査の過程における主な質疑 

平成30年第１回定例会 

５ 

** 灯台ワールドサミットIN志摩 *** 
11月10日（土）11日（日） 
 阿児アリーナ・安乗岬園地・大王埼灯台 
 周辺で開催 



 一般会計補正予算（第1号）や条例改正などを含む5議案を可決 

平成30年第2回定例会 

人権教育総合推進地域事業 
 

Ｑ．この事業の内容は。 

Ａ．志摩小学校の児童が教育集会所へ訪問学習 

  に行ったりフィールドワークをする。 

⇒教育長が「事業の内容を知らない。この予算 

 を撤回する。」と発言。その後、教育長から 

 この発言に対する訂正と陳謝。 

 

**本会議での討論*** 
反対 人権教育総合推進地域事業・長沢野球場等 

    施設改修事業など、多くの問題を含んだ補正 

    予算である。 
 

賛成 教育長の問題発言と事業内容は別問題であ 

    る。 

磯部中学校校舎大規模改造事業 
 

Ｑ．国から学校施設環境交付金が採択されなか 

  った理由は。   

Ａ．国の採択方針の優先順位が低かったと考え 

  ている。 
 

Ｑ．交付金が不採択となり、財源が確定していない 

  段階で入札した理由は。 

Ａ．工事を夏休みに集中して行いたいことと、合併 

  特例債を使えることを確認して入札をした。 

 

長沢野球場等施設改修事業（造成工事） 
 

Ｑ．年度が始まったばかりなのに、6月補正で 

  事業費全額を来年度に繰り越す理由は。 

Ａ．造成工事の発注が遅れていること、複数の 

  工事の調整を図るために工期を延長したい。 

審査の過程における主な質疑等 

６ 



平成30年第3回定例会 

** ブロック塀等撤去事業助成金 ** 
 

○平成30年10月1日から予算額100万円に 

 達するまで、先着順で受付開始 

○不特定多数の人が利用する土地に面し、道路 

 面等から高さ60㎝を超えるブロック塀等の撤 

 去に要する費用の一部を助成 

○地中埋設部及び基礎を除く撤去等に要する経 

 費と、撤去するブロック塀等の延長に1m当 

 たり8,000円を乗じて得た額を比較し、いず 

 れか少ない額の1／2に相当する額 

 （上限額10万円） 

★助成金を受ける場合、助成金以外の撤去費用 

 を、市内の百五銀行・第三銀行・鳥羽志摩農 

 業協同組合から低金利で融資を受けることが 

 できるようになりました。   

 

志摩市立国民健康保険病院訪問看護 

事業の設置等に関する条例 
Ｑ．どのような人が訪問看護ステーションを利用 

  できるのか。 

Ａ．主治医が訪問看護を必要と認めた場合や、介護 

  認定を受けていて、訪問看護がケアプランに組 

  まれている場合利用できる。 
 

ブロック塀等撤去助成事業 
Ｑ．助成金の上限額10万円で予算額100万円 

  は少なくないのか。 

Ａ．応募が多数あった場合は、補正予算での対 

  応も検討したい。 

  金融機関と、ブロック塀の撤去費用に対し 

  て低金利での融資制度ができないか協議し 

  ている。 

審査の過程における主な質疑等 

７ 

 平成29年度各会計決算認定や志摩市立国民健康保険病院訪問看護事業の設
置等に関する条例の制定などを含む33議案を可決 



平成30年第3回定例会 

８ 

市税 
21% 

寄附金 
1% 

繰入金 
7% 

繰越金 
3% その他 

4% 
地方交付税 

34% 

国庫支出金 
9% 

県支出金 
4% 

市債 
13% 

その他 
4% 

議会費 
1% 総務費 

14% 

民生費 
28% 

衛生費 
10% 

農林 

水産業費 
1% 

商工費 
2% 

土木費 
4% 

消防費 
5% 

教育費 
19% 

災害復旧

費 
0% 

公債費 
16% 

歳入合計 
２８５億１３４３万円 

歳出合計 
２７９億２８８万円 

平成２９年度一般会計決算額 

実質収支 ５億８８７２万円の黒字 

平成２９年度特別会計決算額 

自主財源 

依存財源 

平成２９年度企業会計決算額 

会計名 歳入決算額 歳出決算額 

特
別
会
計 

国民健康保険 ８５億９２７４万円 ８０億６３０５万円 

後期高齢者医療 １３億７１３３万円 １３億５５８３万円 

介護保険 ７０億５７８６万円 ６９億１０７０万円 

下水道事業 ５億１４８６万円 ４億８２２９万円 

住宅新築資金等貸付事業 １２８４万円 ５８９万円 

計 １７５億４９６３万円 １６８億１７７６万円 

会計名 歳入決算額 歳出決算額 

企
業
会
計 

水道事業会計 １８億６４９８万円 ２３億７３４３万円 

  
収益的 １７億８６２２万円 １４億８６３４万円 

資本的 ７８７６万円 ８億８７０９万円 

国民健康保険病院事業会計 １３億２０７６万円 １２億９５４１万円 

  
収益的 １１億７１７６万円 １１億４６９５万円 

資本的 １億４９００万円 １億４８４６万円 

計 ３１億８５７４万円 ３６億６８８４万円 



ふるさと応援寄附金 
 

Ｑ．ふるさと応援寄附金の推移は。 

A．平成27年6月から返礼品を開始し、27年度 

  6億7400万円、28年度7億8670万円で、 

  29年度は3億6180万円となった。 
 

Q．真珠製品と宿泊券を返礼品から除いたあと、 

  どのような手立てを行っているのか。 

A．返礼品の数を増やしていくために、事業者等 

  に声掛けをしている。 
 

市議会議員選挙費 
 

Ｑ．期日前投票に行く人が増えているが、今後 

  の期日前投票所の対応は。 

Ａ．費用対効果も考えながら、投票がスムーズ 

  にできるような対応を検討する。   
 

津波避難タワー安全性検証業務等 
 

Ｑ．畔名地区津波避難タワー、甲賀小学校屋 

  上、国府漁村センター緊急避難所の検証 

  結果は。 

Ａ．発生する確率は極めて低いものの理論上は 

  起こり得る最大クラスの南海トラフ地震に 

  対する安全性はないことがわかった。 
 

Ｑ．今後の対応は。 

Ａ．自治会とも話をしながら、新たなタワーの 

  建設等に向けて検討をしている。 

審査の過程における主な質疑 

平成30年第3回定例会 
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6億7400万円 
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4843件 万円 


